トシ カソウ ニオケル シュウギョウ コウゾウ ノ ヘンヨウ ト 90ネンダイ ニオケル ノジュク セイカツシャ ノ キュウゾウ by 大倉, 祐二
 － 53 －
 
氏 名 大 倉 祐 二  
学 位 の 種 類 博   士（文  学） 
学 位 記 番 号 第 4908号 
学位授与年月日 平成 18年 6月 30日 
学位授与の要件 学位規則第４条第２項該当者 
学 位 論 文 名 都市下層における就業構造の変容と90年代における野宿生活者の急増 
論文審査委員 主 査 教 授 進 藤 雄 三   副 査 教 授 谷   富 夫 
副 査 教 授 水 内 俊 雄 







































































 － 55 －
行い、野宿生活者の職業移動と地域移動の詳細を明らかにしている。第６章は職業移動を対象に、野宿生活者
が野宿にいたるまでに経由してきた転業がランダムなものではなく、同一産業、同一職種に就く蓋然性が高く、
初期においては製造業などの現場労働、後期では建設労働が多いこと、またその移動経歴に置ける職種は丁稚・
住み込み、日雇いなどの非現代的性格を帯びていることを立証している。第７章では、地域移動に焦点が合わ
され、地方から大都市へという主動向を確認した上で、初職では製造業の工員として集団就職や縁故を通じて、
そしてまた初職以外では手配師などを介した建設日雇い労働者として都市に流入している経路が明らかにされ
ている。従来の職歴調査が最長職と直前職という指標に限定されていたのに対し、職歴の全体像をデータとし
たこの第３部は、野宿生活者の「経歴」と「移動」の全体像の解明にとって重要な側面を初めて明らかにした
ものということができ、独創性という観点からは高い評価に値するものといえよう。また、ここで得られた知
見は、社会的に流布した「落層」仮説に対して、いわば「伝統的」都市下層の延長としての「野宿」という側
面を際立たせた論考として、重要な社会政策的含意を持つものといえる。 
 以上のように、本論文は野宿生活者急増の構造的要因を、都市下層における就業構造の変容という観点から
明らかにしようとしたものとして、そのアプローチとデータ、そしてまたその論証結果において、学術的また
実践的に評価に値する優れた研究成果であるとみることができる。 
 使用したデータに関する方法論的自覚の厳密さ、また「大阪」あるいは「釜ヶ崎」という固有地域空間に対
する目配り、さらに野宿生活者析出の「説明」を可能とする包括的枠組みの構築などにおいて、なお望まれる
ものがあるとはいえ、それは論者の限定した主題に関する論述の価値を貶価するものではない。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
